
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

浅
田
二
郎
の
一
般
質
問
か
ら 

 

 

高
橋
美
博
の
一
般
質
問
か
ら 

負
担
割
合
は
公
平
・適
切
か 

問 
 

新
病
院
建
設
が
、
掛
川
の
ま

ち
づ
く
り
に
大
き
く
貢
献
し
、

周
辺
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
を
も

た
ら
し
て
い
る
。
そ
う
し
た
点

を
考
慮
し
、
負
担
割
合
に
『
所

在
地
割
』
と
い
う
考
え
方
を
。 

答 

『
人
口
割
』
や
『
均
等
割
』『
距

離
割
』
に
加
え
、
『
利
用
者
割
』

『
所
在
地
割
』
な
ど
に
つ
い
て

も
、
両
市
議
会
特
別
委
員
会
で

十
分
検
討
さ
れ
、
最
終
的
に
平

成
２１

年
８
月
３１

日
組
合
議
会

臨
時
会
で
決
め
ら
れ
た
。 

問 

新
病
院
基
本
計
画
策
定
事
業

は
、『
新
病
院
建
設
準
備
会
』
で

３
千
万
円
の
予
算
で
委
託
さ
れ

た
（
『
準
備
会
』
の
費
用
は
両
市

で
１
対
１
）
。
そ
の
後
『
新
病
院

建
設
事
務
組
合
』
に
継
承
さ
れ
、

不
用
額
５
百
万
円
が
で
た
。
掛

川
市
３
百
万
円
、
袋
井
市
２
百

万
円
の
返
還
と
な
っ
た
が
ど
う

し
て
か
。
ま
た
こ
れ
で
公
平
と

言
え
る
の
か
。 

答 

不
用
額
５
百
万
円
は
、
事
務

組
合
規
約
の
負
担
割
合
に
基
づ

き
、
袋
井
市
へ
は
４０
％
、
掛
川

市
に
は
６０
％
の
割
合
で
返
還
す

る
こ
と
に
な
っ
た
。 

問 

造
成
費
の
案
分
に
つ
い
て
は
、

全
費
用
を
面
積
割
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
め
、
病
院
建
設
地

の
造
成
の
容
易

さ
・
安
価
さ
が

考
慮
さ
れ
て
い

な
い
。 

 
 

ま
た
、
敷
地

面
積
割
と
し
た

た
め
、
同
じ
敷
地
面
積
で
も
有

効
面
積
に
大
き
な
差
が
で
た
。

病
院
建
設
地
は
、
北
側
企
業
用

地
（
現
在
建
設
中
の
二
社
工
場

用
地
）
と
ほ
ぼ
同
じ
敷
地
面
積

だ
が
、
有
効
面
積
は
１６
％
も
少

な
い
。
こ
れ
ら
、
公
平
の
観
点

か
ら
疑
問
に
思
う
が
。 

答 
造
成
に
か
か
る
費
用
の
負
担

方
法
に
つ
い
て
は
、
両
市
議
会

特
別
委
員
会
で
協
議
、
平
成
２２

年
８
月
２６
日
組
合
議
会
全
員
協

議
会
で
了
承
さ
れ
て
い
る
。 

規
約
ど
お
り
の
経
費
区
分
か 

問 

病
院
建
設
の

負
担
割
合
は
、
お

お
む
ね
６０
・
６
対

３９
・
４
と
言
わ
れ

て
い
る
が
、
平
成

２３
年
度
は
、
６０
・

０９
対
３９
・

９１

と
な
っ
て
い
る
が
ど
う
し
て
か
。 

答 

「
組
合
の
管
理
及
び
運
営
に

係
る
経
費
」
は
６０
対
４０
で
、「
そ

の
他
の
経
費
」
は
６０
・

５
対
３９
・

５
と
、
経
費
が
区
分
さ
れ
て
い

る
。 

問 

組
合
設
立
時
の
経
過
か
ら
し

て
、「
組
合
の
管
理
及
び
運
営
に

係
る
経
費
」
と
は
、
組
合
が
管

理
・
運
営
す
る
経
費
で
な
く
、

組
合
そ
の
も
の
の
管
理
・
運
営

に
係
る
経
費
で
は
な
い
の
か
。 

答 

組
合
職
員
の
人
件
費
や
事
務

所
借
上
料
は
も
と
よ
り
、
新
病

院
開
院
ま
で
の
電
気
料
や
経
営

計
画
策
定
料
な
ど
病
院
建
設
に

直
接
関
係
し
な
い
経
費
や
資
産

の
増
加
を
伴
わ
な
い
経
費
が
、

「
組
合
の
管
理
及
び
運
営
に
係

る
経
費
」
と
さ
れ
て
い
る
。 

運
営
経
費
負
担
割
合
の
基
本
は 

問 

新
病
院
運
営
経
費
の
負
担
割

合
は
、
患
者
数
・
利
用
者
数
を

基
本
に
、
均
等
割
、
所
在
地
割

等
を
考
慮
す
べ
き
と
思
う
が
、

市
と
し
て
の
基
本
的
考
え
は
。 

答 

現
在
、
全
国
各
地
の
組
合
立

病
院
の
負
担
方
法
を
調
査
し
、

様
々
な
パ
タ
ー
ン
の
研
究
・
検

討
を
し
て
い
る
。 

き
ち
ん
と
説
明
責
任
を
果
た
せ 

問 

前
議
会
で
山
梨
分
遣
所
の
建

設
場
所
に
つ
い
て
は
、「
関
係
者

に
改
め
て
説
明
し
、
協
議
し
て

い
き
た
い
」
と
の
答
弁
で
あ
っ

た
が
、
３
月
末
関
係
者
に
「
文

書
で
の
最
終
回
答
」
が
送
付
さ

れ
た
。
こ
の
間
ど
の
よ
う
に
話

し
合
わ
れ
た
の
か
。 

答 

関
係
者
が
「
予
定
地
の
見
直

し
が
前
提
」
と
言
う
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
予
定
地
は
変
え
な
い

方
針
の
た
め
話
し
合
い
は
し
て

い
な
い
。 

問 

「
住
宅
地

に
隣
接
す
る

と
こ
ろ
が
最

適
地
と
は
と

て
も
考
え
ら

れ
な
い
」
と

い
う
関
係
者
と
は
、
も
う
説
明

も
協
議
も
し
な
い
と
い
う
こ
と

か
。 

答 

５
月
１９
日
開
催
の
「
新
緑
ト

ー
ク
」
で
も
意
見
を
伺
っ
た
。

６
月
８
日
か
ら
下
町
を
４
回
に

分
け
説
明
会
を
行
っ
て
い
る
。 

 

問
題
多
い
共
通
番
号
制
度 

問 

政
府
は
、
国
民
一
人
ひ
と
り

の
社
会
保
障
分
野
の
給
付
状
況

を
把
握
す
る
た
め
と
し
て
、
国

民
に
番
号
を
つ
け
る
共
通
番
号

法
案
を
国
会
に
提
出
し
て
い
る
。

名
寄
せ
に
よ
り
個
人
情
報
の
収

集
が
可
能
と
な
り
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
の
侵
害
や
番
号
が
盗
ま
れ

「
な
り
す
ま
し
」
な
ど
の
犯
罪

に
利
用
さ
れ
る
危
険
性
が
高
い
。

導
入
に
は
５

千
億
円
余
も

の
費
用
が
か

か
り
費
用
対

効
果
も
疑
問

が
あ
る
。
市
長

の
見
解
は
。 

答 

個
人
情
報
保
護
を
前
提
に
行

政
の
効
率
性
・
公
平
性
の
面
か

ら
進
め
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。 

問 

国
民
の
ほ
と
ん
ど
が
内
容
す

ら
知
ら
な
い
。
こ
の
制
度
に
つ

い
て
市
の
情
報
収
集
の
現
状
は
。 

答 

４
月
に
県
主
催
の
説
明
会
で

概
要
の
説
明
が
あ
っ
た
が
、
そ

の
ほ
か
に
は
情
報
提
供
が
な
い

状
況
で
あ
る
。 

生
活
保
護
制
度
冷
静
な
論
議
を 

問 

生
活
保
護
費
を
抑
制
す
る
た

め
、
扶
養
義
務
確
認
、
強
力
な

就
労
・
自
立
支
援
な
ど
制
度
改

悪
を
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
。

マ
ス
コ
ミ
も
芸
能
人
の
親
の
生

活
保
護
受
給
を
取
り
上
げ
「
不

正
受
給
」
が
多
い
か
の
よ
う
に

意
図
的
な
報
道
し
て
い
る
が
、

本
市
で
の
扶
養
意
思
の
確
認
は 

 

適
正
に
行
わ
れ
て
い
る
か
。 

答 

保
護
の
申
請
時
に
、
親
族
に

対
し
経
済
的
に
援
助
で
き
る
か

意
思
確
認
を
行
い
、
そ
れ
に
基

づ
き
保
護
の
決
定
を
し
て
い
る
。 

問 

こ
れ
ま
で
に
不
正
受
給
の
事

例
は
あ
る
か
。 

答 

過
去
５
年
間
に
２
件
あ
っ
た
。

収
入
が
あ
り
な
が
ら
無
申
告
と

な
っ
て
い
て
、
不
正
受
給
額
の

返
還
を
求
め
た
。 

問 

今
年
の
夏
も
異
常
な
暑
さ
で

熱
中
症
の
発
生
が
心
配
さ
れ
る
。

エ
ア
コ
ン
設
置
費
や
電
気
代
の

補
助
な
ど
保
護
費
の
夏
季
加
算

に
つ
い
て
の
考
え
は
ど
う
か
。 

答 

現
在
、
生
活
保
護
制
度
に
こ

う
し
た
加
算
は
な
く
、
生
活
保

護
費
の
算
定
基
準
を
定
め
た
国

の
実
施
要
領
に
定
め
ら
れ
れ
ば

実
施
し
て
い
き
た
い
。 

更
な
る
扇
風
機
の
設
置
を 

問 

平
成
２２
年
度
の
国
の
補
正
予

算
で
市
内
全
小
学
校
の
普
通
教

室
に
２
台
ず
つ
、
計
３
６
３
台

が
設
置
さ
れ
、
そ
の
費
用
総
額

は
２
４
０
０
万
円
程
度
で
あ
っ

た
。
設
置
さ
れ
た
扇
風
機
の
活

用
実
績
と
そ
の
効
果
は
ど
う
か
。 

答 

昨
年
の
７

月
と
９
月
は

ほ
と
ん
ど
毎

日
使
用
さ
れ

た
。
体
感
温

度
が
下
が
る

こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が

学
習
に
集
中
し
や
す
い
環
境
づ

く
り
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。 

問 

小
学
校
で
の
効
果
を
検
証
し
、

早
期
に
中
学
校
普
通
教
室
へ
も

扇
風
機
を
設
置
す
べ
き
で
は
な

い
か
。 

答 

今
後
、
導
入
に
向
け
て
検
討

す
る
。 

通
学
路
の
安
全
対
策
は 

問 

全
国
で
登
校
中
の
重
大
な
事

故
が
相
次
い
だ
。
文
科
省
か
ら

通
学
路
の
安
全
点
検
が
求
め
ら

れ
て
い
る
が
。 

答 

１６
の
点
検
項
目
を
提
示
、
調

査
結
果
を
６
月
中
旬
に
集
約
し
、

「
通
学
路
安
全
対
策
会
議
」
で

協
議
し
、
対
策
を
講
じ
て
い
く
。 

ご
み
搬
入
手
数
料
減
免
に
疑
問 

問 

中
遠
ク
リ

ー
ン
セ
ン
タ

ー
ご
み
搬
入

手
数
料
は
、
周

辺
地
区
住
民

に
は
免
除
さ

れ
て
い
る
。
ど
う
し
て
か
。 

答 

地
元
関
係
地
区
か
ら
施
設
を

受
け
入
れ
る
に
あ
た
っ
て
要
望

が
だ
さ
れ
た
。
旧
施
設
で
も
同

様
の
減
免
を
実
施
し
て
き
て
い

る
。 

問 

地
元
要
望
に
応
え
余
熱
利
用

施
設
や
隣
接
地
へ
の
森
林
公
園

建
設
、
道
路
や
排
水
路
整
備
と

い
っ
た
事
業
が
実
施
さ
れ
て
き

た
。
そ
の
上
に
地
元
住
民
の
み

の
減
免
は
著
し
く
公
平
性
を
欠

く
。
廃
止
に
向
け
協
定
を
見
直

す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

答 

地
元
と
施
設
受
入
れ
の
協
議

を
重
ね
た
結
果
で
あ
り
継
続
す

べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
。 

 


